
毎
日
の
よ
う
に
高
齢
者

ド
ラ
イ
バ
ー
の
自
動
車
事

故
の
報
道
を
耳
に
し
ま
す
。

「
運
転
免
許
証
の
自
主
返

納
」
を
促
進
す
る
た
め
に

は
、
社
会
全
体
で
生
活
の

足
を
確
保
す
る
仕
組
み
を

作
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

石
川
県
輪
島
市
で
は
、

ゴ
ル
フ
カ
ー
ト
を
公
道
で

走
行
出
来
る
仕
様
に
変
え

て
市
内
循
環
の
社
会
実
験

を
始
め
て
い
ま
す
。

低
床
で
乗
り
降
り
も
楽

で
、
ス
ピ
ー
ド
も
出
な
い

事
か
ら
将
来
の
地
域
の
足

と
し
て
の
期
待
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

上
尾
市
で
も
導
入
し
て

欲
し
い
と
考
え
て
提
案
を

し
ま
し
た
。

【
答
え
】
「
エ
コ
カ
ー
ト
」

に
つ
い
て
は
、
ゴ
ル
フ
カ
ー

ト
を
活
用
し
低
床
構
造
で

あ
る
こ
と
か
ら
高
齢
者
や

子
供
で
も
乗
り
降
り
が
し

や
す
く
、
電
動
カ
ー
ト
で

あ
る
た
め
排
気
ガ
ス
を
出

さ
ず
環
境
に
や
さ
し
い
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
輪
島
市
の
よ
う

な
ゴ
ル
フ
カ
ー
ト
を
活
用

し
た
取
り
払
み
や
自
動
運

転
の
取
り
組
み
は
、
他
の

自
治
件
で
も
実
証
実
験
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ

て
、
導
入
費
用
や
導
入
後

の
維
持
管
理
、
ま
た
当
市

の
交
通
事
情
へ
適
合
す
る

か
、
他
の
自
治
体
の
事
例

を
注
親
し
な
が
ら
、
調
査

研
究
を
し
ま
す
。

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

平
成
二
十
六
年
六
月
十

九
日
に
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
観
点
か
ら
道
路
照
明
灯

を
蛍
光
灯
式
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ

式
」
に
移
行
す
る
様
に
要

望
し
た
と
こ
ろ
、
昨
年
度

と
本
年
度
の
二
ヶ
年
で
交

換
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
事
務
区
の
負

担
軽
減
と
、
設
置
経
費
を

除
け
ば
十
五
年
間
で
約
三

億
円
の
経
費
節
約
に
な
る

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

宅
配
便
の
再
配
達
が
社

会
問
題
化
し
て
き
て
い
ま

す
。
ま
だ
、
認
知
度
は
低

い
の
で
す
が
、
複
数
の
業

者
が
共
同
で
利
用
出
来
る

オ
ー
プ
ン
型
宅
配
ロ
ッ
カ
ー

を
公
共
施
設
等
の
人
の
集

ま
る
場
所
に
設
置
し
て
は

ど
う
か
と
の
提
案
を
行
い

ま
し
た
。

千
葉
市
は
四
月
五
日
か

ら
、
市
内
の
公
共
施
設
に

宅
配
便
の
荷
物
を
受
け
取

る
ロ
ッ
カ
ー
を
設
置
す
る

実
証
実
験
を
始
め
て
い
ま

す
。
上
尾
市
で
も
取
り
組

む
価
値
は
あ
り
ま
す
。
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知
っ
て
頂
き
た
い
事

【
問
】
水
道
事
業
の
現
状

給
水
開
始
当
時
と
現
在
の
、

給
水
人
口
、
給
水
戸
数
な

ど
に
つ
い
て
で
す
が
、
本

市
の
水
道
事
業
は
、
昭
和

三
十
九
年
十
月
に
中
央
浄

水
場
か
ら
給
水
を
開
始
し

ま
し
て
、
現
在
五
十
二
年

経
過
し
ま
し
た
。

給
水
開
始
当
時
の
給
水

人
口
は
二
、
八
八
八
人
、

給
水
戸
数
七
百
二
十
二
戸
、

普
及
率
五
・
六
％
で
し
た
。

平
成
二
十
七
年
度
末
の

給
水
人
口
は
二
十
二
万
七
、

九
百
十
二
人
、
給
水
戸
数

九
万
五
千
、
四
十
三
戸
、

普
及
率
九
十
九
・
八
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
二
十
七
年

度
の
給
水
量
は
、

二
千
百
六
十
七
万
百
八
十

六
立
方
メ
ー
ト
ル
、

平
成
二
十
七
年
度
末
の
管

路
延
長
は
約
八
百
十
九
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

給
水
量
と
給
水
収
益
の

ピ
ー
ク
時
と
現
在
の
変
化

に
つ
い
て
で
す
が
、
給
水

量
の
ピ
ー
ク
は
平
成
十
六

年
度
で
、
年
間
給
水
量
二

千
三
百
万
三
千
五
十
七
立

方
メ
ー
ト
ル
、
給
水
収
益

四
十
二
億
三
千
九
百
四
十

二
万
円
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
、
減
少
傾
向

を
続
け
て
お
り
、
平
成
二

十
七
年
度
の
給
水
収
益
は

三
十
六
億
二
千
二
百
九
十

七
万
円
で
し
た
。

ピ
ー
ク
時
の
平
成
十
六

年
度
と
比
較
す
る
と
、
給

水
量
は
約
百
三
十
三
万
立

方
メ
ー
ト
ル
、
給
水
収
益

は
約
六
億
円
の
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
。

【
問
】

給
水
人
口
は
現
在
も
微
増

し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

年
間
給
水
量
、
及
び
給
水

収
益
が
減
少
し
て
い
る
の

は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
な

の
か
？

ま
た
今
後
の
見
通
し
は
、

ど
の
よ
う
に
予
測
し
て
い

る
か
？

【
答
え
】

年
間
給
水
量
、
及
び
給

水
収
益
の
減
少
に
つ
き
ま

し
て
は
、
少
子
高
齢
化
や

節
水
意
識
の
向
上
、
節
水

機
器
の
普
及
に
よ
る
、1

人1

日
当
た
り
の
使
用
水

量
の
減
少
が
原
因
と
考
え

て
い
ま
す
。

こ
の
一
人
一
日
当
た
り

の
平
均
給
水
量
は
、
年
間

給
水
量
の
ピ
ー
ク
だ
っ
た

平
成
十
六
年
度
に
は
二
百

八
十
五
リ
ッ
ト
ル
で
し
た

が
、
平
成
二
十
七
年
度
に

は
二
百
六
十
一
リ
ッ
ト
ル

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
少
子
高
齢
化
や

節
水
機
器
の
普
及
は
進
む

と
考
え
ら
れ
、
水
道
事
業

経
営
は
、
厳
し
さ
を
増
し

て
い
く
と
予
測
し
て
い
ま

す
。

【
問
】
水
道
事
業
は
、
過

剰
に
儲
け
て
い
る
の
か

平
成
二
十
七
年
度
決
算

で
は
、
純
利
益
が
約
五
億

五
千
万
円
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
利
益
は
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
？

【
答
え
】

水
道
事
業
の
予
算
、
決

算
は
、
収
益
的
収
支
と
資

本
的
収
支
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
純
利
益
が
約
五
億

五
千
万
円
と
な
っ
て
い
る

の
は
、
水
道
料
金
を
主
な

収
益
と
し
て
い
る
収
益
的

収
支
で
す
。

こ
の
純
利
益
を
積
み
立

て
た
「
積
立
金
」
を
主
な

財
源
と
し
て
、
配
水
管
の

布
設
工
事
や
浄
水
場
施
設

の
更
新
工
事
を
行
っ
て
い

る
の
が
、
資
本
的
収
支
で

す
。従

っ
て
こ
の
純
利
益
は
、

後
年
度
の
配
水
管
布
設
工

事
や
浄
水
場
施
設
の
更
新

工
事
に
使
わ
れ
ま
す
。

【
問
】

利
益
は
「
安
全
な
水
道

水
」
供
給
の
た
め
に
重
要

な
、
今
後
の
施
設
更
新
の

財
源
に
活
用
さ
れ
る
こ
と

は
、
理
解
出
来
た
。

持
続
可
能
な
水
道
事
業

の
運
営
に
は
、
こ
の
財
源

を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
る
が
、
他
に
必

要
な
も
の
は
あ
る
の
か
？

【
答
え
】

今
後
も
、
給
水
量
の
減

少
に
伴
う
給
水
収
益
の
減

少
傾
向
は
続
く
と
見
込
ま

れ
る
た
め
、
更
な
る
経
費

の
抑
制
が
必
要
と
考
え
ま

す
。一

方
「
安
全
な
水
道
水
」

を
い
か
な
る
時
も
供
給
す

る
た
め
に
は
、
老
朽
化
し

た
施
設
を
更
新
し
、
災
害

に
対
す
る
対
策
も
進
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
水
道
を
安
定
的

に
供
給
す
る
た
め
に
は
、

一
定
レ
ベ
ル
の
知
識
と
技

術
を
有
し
た
職
員
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
水
道

事
業
職
員
の
技
術
の
継
承

と
向
上
も
重
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
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